
葛巻町立小屋瀬小学校 

【題材】 
 生活科   「いろいろなひとと なかよしになろう」 
 総合的な学習の時間 人の絆の大切さ 地域づくり 「支えたい・絆」 
【対象】 
 全学年 
【実践の概要・詳細】 
本校では、平成２４年度に被災地（野田村）訪問を行った。「笑顔をとどけよう」をテーマに、仮設住宅に住む

方々との交流を通して思いやりの気持ちをもって共に支え合いながら生きていこうとする態度を育ててきた。その

活動の中で子どもたちは、課題を立て自分たちができることを考えた。そこで今年度は、人と社会のために役立つ

ことを自分から進んで実践するとともに、他人の喜びを自分の喜びとして共感できる態度を養うことをねらいと

し、「被災地（野田村）との交流」と、その基盤はふるさとのよさを発見し誇りをもち、ふるさとを支える人づく

りであると考え「自分たちの地域との交流」を行いながら教育的価値の実践に取り組んだ。 
（１）被災地（野田村）との交流 
   仮設住宅に住んでいる方々に沢山参加してほしいという願いで次の手順 

を踏んで行った。特に交流会ではできるだけ体がふれ合う内容を行った。 
  ① 第１回野田村仮設住宅への訪問（７月９日） 
   ・ 交流会を知らせるちらし配布･･･事前に社会協議会に配布依頼 
   ・ 前年度交流した人たちとの手紙の交流･･事前に児童から野田訪問の 
                       お知らせの葉書を書く。 
   ・ 交流会（ゲーム、会食、歌）･･肩もみゲーム等 
   ・ 一人一鉢をプレゼント･･自分たちが育てた花鉢 
    
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育的価値 具体の項目 教育課程 
 
２【かかわる】 

⑨【仲間や地域の人々とのつながり】 
幼児や高齢の人々・障がいのある人々等が一緒に生活している地域社会にお

いて、互いに支え合う仲間の大切さや地域の方々のありがたさを実感する。 

生活科 
総合的な学習

春に植え、育てた花の苗を 

一人一鉢ずつプレゼントを

笑顔がいっぱい（交流会）案内状配布活動 

事前配布した 

児童作成のチラシ 
交流後の手紙の交流 

震災教室 
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  ② 第２回野田村仮設住宅への訪問（１１月１３日） 
    １回目の訪問後自分たちができる活動（義援金集め）に取り組み、２ 

回目訪問までに野菜･エコ石けんづくり・販売活動を行った。 
  今回は野田中学校仮設住宅に住む方々の他に復興に努力している役場 
職員、消防署、仮設店舗で働く方々へのプレゼント活動を行った。 

（野菜は地域の方々からも協力を得た） 

   ア 仮設住宅の人たちとの交流 
    ・交流会を知らせるちらし配布･･･１回目訪問のように事前に案内配布 

と葉書投函 
    ・手紙の交流 
    ・交流会（ゲーム、会食、歌）・野菜・手作りエコ石けんをプレゼント 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 野田村に野菜・エコ石けん・義援金贈呈 
 
 
 
 
               
           
 
 
 
 ＊保護者や地域の方々の協力で昨年度以上の義援金を集めることができた 

ウ 新巻鮭作り体験学習 
    野田村の産業の理解と復興に努力している人の交流として、 

（役場からの紹介）仮設店舗で営業している魚屋さんと昨年から交流をしている。 
   ここでは鮭の新巻きづくり体験を行い鮭の体にふれたり、鮭以外の大きな魚を見せていただいたりした。 
 

自分たちが栽培した野菜、手作りのエコ石けん及びそれら

を販売した収益金を義援金として野田村に贈呈した。 

 

 

野菜とエコ石鹸をプレゼント

手紙の交流 
交流の様子 
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（２）地域とのつながり 
地域の方々と挨拶を交わせる間柄になることで地域と学校が連携できる 

と考え地域との交流を大切にした。 
地域とつながることは、児童に地域の自然・産業に目を向けさせ関心を 

もたせたり、すばらしさに気づかせたりしながら、将来地域に貢献しよう 
とする心が育つと考えた。 

「ふるさと学習」は、地域の方との交流の輪を広げ野田村への支援協力に 
もつながった。 

  ① ふるさと発見 
ア 人との出会い・・・・ふるさと学習（年２回） 
・ 地域に出かけ仕事（畑作・酪農、植菌・介護施設・保育園･コンビニ）を体験するとともに受け入れ

先の方々と交流した。 
又、地域の産業についても理解を深めた。 

    ・ 地域の方との交流を深めるとともに人のために役立つことの喜びを感じることができた。      

その後 
 ・ 運動会・学習発表会・コンサート等の開催時には直接案内状を配布し、多くの方と交流する機会を設

けた。 
     
 
 
 
 
                       
 
 
 

・ ２回目には受け入れ先も増えてきた。    
  ・ 地域の方々との交流を通して徐々に児童の活動にも地域の支援が増えてきた。 

 

イ 自然、文化との出会い・・・･ふるさとの文化財の見学（ふるさと探訪） 
・ 郷土のよさを知るために葛巻町内探訪学習をした。 
・ 美しい自然や伝統ある文化にふれることができた。また、講師の先生に説 
明をいただき、葛巻町の歴史についても学ぶことができた。 

 
② 保護者と地域の協力 
 ア 野菜の栽培と販売 

・ 被災地支援のために地域の力を借りて野菜作り・野菜販売を行った。 
    ・ 地域の輪が広がり、家族や地域の方の協力を得ることができた。 
   イ エコ石けん作り 
    ・ 児童自らが廃油を集め、地域の方からエコ石けん作りを教えていただいた。 
    ・ 自分たちでパッケージをデザインした。 
 
 
 
 
 

多くの方に協力

していただいた 

野菜無人販売所 

昨年の経験からサツマイモ栽培面積

を増やした農園作業 
地域の方々が参加できるように工

夫した運動会 

植菌作業 

廃油を利用した

エコ石けん作り 
メッセージ付手作りエコ石けん

定価は提示せず 
購入する方のお気持

ちをいただいた。 
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③ 感謝と交流・・・・ 世代間交流会（１１月） 
 

 
 
 
 
【児童の作文】 

  

野田村を訪問して 

野田村の方々と一緒に楽しむこと、そして少しでも野田村の方々の笑顔が増えるようにと思いながら、

仮設住宅での交流会の準備を行った。家に帰ってからも交流会で自分が話す言葉を何度も練習した。 

 当日を迎えた。野田村に向かうバスの中で、来年は中学校に進学するので、今日が最後の交流になるの

ではないかと思った。気持ちが高まってきた。できる限り話しかけたり、交流会を楽しんでもらったりし

て、楽しい時間を過ごしてほしいと強く思った。 

 交流会が始まった。ぼくたちが野菜を育て、できた野菜を売り、そのお金を義援金として野田村に寄付

するという記事が岩手日報にのった。その記事を持ってきてくれた人がいた。ぼくたちの活動をいつも気

にかけてくれているのだと感じた。その記事の話題で交流会に来てくれた方との会話が盛り上がった。ゲ

ームも楽しくできた。野田村の方と握手をしたり、肩をもんだりした。野田村の方の手や声が温かかった。

寒い日だったが、心が温まる気がした。 

 もう小学校での交流は今回が最後だったが、野田村に行く機会があったら、ぜひ行ってみたい。そして

少しでもぼくたちができることを考え、小さなことでも実行していくことで野田村の方のためになると思

う。 ずっと野田村の方々の笑顔を忘れない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【保護者・地域の感想】 
・ 住民のみなさんが子ども達の訪問を楽しみに待っている様子 
 を見て子ども達の力は元気を与えるんだなと思った。（１年母） 
・ 子どもたちが世話をして育てた野菜、何円とも値段は付け 
られない。何度でも買いに来ますよ。（６年男の母） 

・ 昨年もエコ石けんを作ったから、今年も使った油を取り置 
きしておいてよかった。子どもたちの役にたてたかな。 
（保育園炊事担当者） 

・ 子どもたちは、一生懸命働くね。とてもかわいいね。また、 
秋にも手伝いに来てくれるかな。今度はどんな仕事を準備して 
おこうかな。（小屋瀬住民） 

・ こんなにたくさんさつまいもが採れたんだんね。料理の準備も大変だったろうね。美味しかったよ。今度は、

手伝いに来るから声をかけてください。来年、家の畑を学校に貸しますよ。（小屋瀬住民） 
・ 校内の学習だけでなく、被災地や自分たちの地域に出て学習することは大変よいこと。ふるさと探訪では親の

わたしたちも知らないこともあり、子どもとともに学ぶことができて大変よかった。子どもが地域をよく知るこ

とにもなるし、心を育てるという意味でも大変よい学習になったと思う。（３年女の母） 

【まとめ】 

・野田村の人と直接交流したり手紙で交流

したりすることを通して、被災された方々

の思いにふれることができた。 

・その活動を通して自分たちができること

を考え実践することができた。 

・仮設店舗で新巻鮭作りを教えていただい

たことによって、希望をもって働くことの

大切さを体感することができた。 

・地域の人たちとのさまざまな交流を通し

て、地域の良さを理解するとともに、人と

人との絆を深めることができた。 

・野菜栽培・販売、野田村訪問、新巻鮭作

り等で保護者と連携した活動ができた。 

・復興教育の一連の活動を通して、子ども

たちの心「心豊かで思いやりのある人間」 

が大きく成長したことを感じる。 

ふるさと学習をして 
私は、中学校で花だんのコスモスとりをしました。く

きがとても太く、はさみでなかなか切れなかったです。

千葉さんに、「コスモスは秋桜と書くから、秋が一番きれ

いなんだよ。」と教えてもらいました。私たちがまいたコ

スモスの種が、秋にもたくさんきれいにさいてほしいで

す。中学校に行った時に見てみようと思います。小学校

でもコスモスを植えているので、コスモスとりの時には

千葉さんの顔を思い出しながらとりたいです。 

子どもたちが、地域の方々を学習発表会に招待し、その後、

昼食会という形でおもてなしをした。食材は全て自分たちで

育てたものや地域の産物である。 




